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令和7年度第2回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

参加者（医師・事業/事務担当者）向け研修会



東京都の肝炎対策（全体像）

東京都肝炎対策指針
（平成２４年１２月策定、令和４年１０月改定）

予防 普及啓発 肝炎ウイルス検査の
実施体制の整備

肝炎医療の提供体制
及び人材育成

肝炎患者等への支援

○感染予防に関
する普及啓発

○肝炎ウイルス
検査の受検勧奨
のための普及啓
発

○ワクチンの
定期接種に
ついて関係
団体との連
絡調整

○都保健所における肝炎
ウイルス検査の実施

○区市町村に対する財政
的支援

○区市町村及び職域との
連携

○肝炎診療ネットワークの充実
・拠点病院・幹事医療機関・肝臓専
門医療機関の指定
・連絡協議会の開催
・肝炎専門医療従事者研修の実施
・健康管理手帳の作成・配布
・地域連携パスの運用

○ウイルス性肝炎重症化予防の推進
○肝炎医療費助成の実施
○肝がん・重度肝硬変治療研究の促進
〇肝硬変治療薬開発の推進
○地域や職場での肝炎対策の理解推進

○肝疾患相談センターの
運営

○患者向け講演会・相談
会の実施

○患者サロンの実施

令和７年度肝炎対策実施計画
（毎年度策定）

東京都ウイルス肝炎対策協議会で進行管理・評価

指針４ 指針５ 指針６ 指針７ 指針８
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東京都肝炎対策指針（以下「指針」という。）に基づき、東京都において令和７年度に実施する肝

炎対策事業を明らかにし、着実な実施を期す。

〇予防
Ｂ型肝炎ワクチン定期接種について、国や医師会等関係団体との連絡調整等により、区市町村における円滑な実施

を支援する。

〇普及啓発
（１）感染予防に関する普及啓発
（２）肝炎ウイルス検査の受検勧奨のための普及啓発
（３）肝炎コーディネーター養成研修会
（４）健康管理手帳の作成・配布
（５）かかりつけ医と連携した受診勧奨の推進
（６）肝炎患者等に対する偏見・差別の解消
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〇肝炎ウイルス検査の実施体制
（１）都保健所における肝炎ウイルス検査の実施
（２）区市町村に対する財政的支援
（３）区市町村に対する技術的支援
（４）区市町村及び職域との連携

〇肝炎医療の提供体制及び人材育成
（１）肝炎診療ネットワークの充実
（２）ウイルス性肝炎重症化予防の推進
（３）地域や職場での肝炎対策の理解推進
（４）肝炎医療費助成の実施
（５）肝がん・重度肝硬変治療研究の促進

〇肝炎患者及びその家族等に対する支援や
情報提供の充実

（１）肝炎患者等に対する情報提供及び相談支援
（２）患者交流の支援
（３）肝臓機能障害による身体障害者手帳を交付

された方への支援

〇肝炎コーディネーターを配置している都内肝臓専門医療機関数及び自治体数を
計１６０か所を数値目標とする。

〇地域連携パスの登録者数１，９１０人を数値目標とする。

令和７年度肝炎対策実施計画

目的

事業計画

数値目標



「日本肝炎デー（7月28日）」を含む一週間を「肝臓週間」とし、肝炎ウイルスの感染
予防や検査の受検勧奨等の普及啓発活動を行っています。

←都庁舎１階パネル展

SNSでの投稿→

・都庁舎内等における受検勧奨等パネル展の開催
・都広報誌（「広報東京都」、「月刊福祉保健」等）への受検勧奨等記事の掲載
・ラジオ及びテレビ（ＴＢＳラジオ「都民ニュース」・ＭＸテレビ「ＴＯＫＹＯインフォメーション」）放送に
よる受検勧奨
・「とうきょう健康ステーション」（ホームページ）内における肝炎対策ページ「肝炎ウイルス検診を受けま
しょう」の掲載
・都庁舎内サイネージ（総合行事案内表示盤、タリーズコーヒー都庁店内モニター等）での普及啓発動画の放映
・街頭ビジョン（デジタルサイネージ）での普及啓発動画の放映
（渋谷駅前「Rakuten vision」、西新宿サイネージ型スマートポール）

・新宿西口「動く歩道南北掲示板」への受検勧奨等ポスター掲示
・４号街路柱面ディスプレイへの受検勧奨等静止画サイネージ掲示
・保健医療局ホームページ・X（旧Twitter）における普及啓発画像掲載

令和７年度実績

肝炎に関する普及啓発①
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東京都普及啓発チラシ（職域向け） 東京都普及啓発パンフレット（都民向け）

主な配布先：東京商工会議所会員企業、
都内健康保険組合等

掲載先：とうきょう健康ステーション「肝炎ウイルス検診を受けましょう」
（https://www.hokeniryo1.metro.tokyo.lg.jp/kensui/etc/kanen/kouhou.html）

（A4サイズ表） （A5サイズ表紙）

肝炎に関する普及啓発②

主な配布先：区市町村、医療機関等

https://www.hokeniryo1.metro.tokyo.lg.jp/kensui/etc/kanen/kouhou.html
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東京都普及啓発チラシ（陽性者向け）

主な配布先：東京商工会議所会員企業、都内健康保険組合等

掲載先：とうきょう健康ステーション「肝炎ウイルス検診を受けましょう」
（https://www.hokeniryo1.metro.tokyo.lg.jp/kensui/etc/kanen/kouhou.html）

（表） （裏）

肝炎に関する普及啓発③

https://www.hokeniryo1.metro.tokyo.lg.jp/kensui/etc/kanen/kouhou.html


東京都肝炎対策キャラクター
「かんぞうくん」
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～キャラクター利用～
申請⇒承認まで一か月程度 ※募集は随時

肝炎に関する普及啓発④



肝炎ウイルス検査体制の整備と受検勧奨

（１）保健医療政策区市町村包括補助事業（補助率：都１／２）

①肝炎ウイルス検査受検勧奨等事業： 受検勧奨リーフレット、個別勧奨リーフレット等の作成費用

②肝炎ウイルス検査受検歴把握事業：肝炎ウイルス検査対象者の過去の受検歴の把握に係る費用

（２）健康増進事業（補助率：国１／３、都１／３）

区市町村が実施する、４０歳以上への肝炎ウイルス検査及び個別勧奨に係る経費

（３）特定感染症検査等事業（補助率：国１／２）

都、区及び保健所設置市が実施する、健康増進事業対象者以外への肝炎ウイルス検査に係る経費

肝炎ウイルスの受検勧奨及び実施体制の整備

肝炎ウイルス検査実績（令和元年度～令和５年度）

（人） （人）
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受診者数 陽性率



〇都が指定する肝臓専門医療機関数（令和７年１２月１日現在）
７４４機関（都内 ４６６機関、都外 ２７８機関）

○患者負担額（月額）：

世帯の区市町村民税非課税の方 ： 負担額なし（都で独自補助）
世帯の区市町村民税課税年額235,000円未満の方 ： 10,000円まで

世帯の区市町村民税課税年額235,000円以上の方 ： 20,000円まで

肝炎ウイルスの検査費・治療費助成の実績①

肝炎治療医療費助成制度

6,723 
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肝炎治療医療費助成制度

Ｂ型核酸アナログ

（更新含む）

インターフェロン

（単剤・２剤）

インターフェロン

フリー（再治療含む）

（件） （件）

インターフェロン

（単剤・２剤）

Ｂ型核酸アナログ

（更新含む）

インターフェロン

フリー(再治療含む)

29 6,723 1,595

28 7,308 1,101

15 7,042 912

25 7,117 710

16 7,302 643

6 7,307 542

年度

令和6年度

令和5年度

令和２年度

令和元年度

令和3年度

令和4年度

○新規認定状況 （単位：件）
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○都が指定する指定医療機関数
８０か所（令和７年１２月１日現在）

○新規認定件数
２３４件（事業開始～令和６年度まで）

○患者負担額（月額）：
１万円（住民税非課税世帯に対しては、自己負担額なし（都で独自補助））

肝炎ウイルスの検査費・治療費助成の実績②

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度
年度 新規認定数

平成30年度(12月～平成31年３月) ０件

令和元年度 ２４件

令和２年度 ６件

令和３年度 ４０件

令和４年度 ５９件

令和５年度 ４５件

令和６年度 ６０件

合計 ２３４件

重症化予防推進事業

77 
102 111 

98 
74 

90 
71 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

重症化予防事業助成件数推移

初回精密検査 定期検査

（件）

＜助成決定状況（件）＞

年度 初回精密検査 定期検査

令和元年度 77 71

令和２年度 102 105

令和３年度 111 184

令和４年度 98 250

令和５年度 74 257

令和６年度 90 226
10
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東京都肝炎診療ネットワークとは①

 

 

 
東京都肝臓専門医療機関 地域の医療機関 

（かかりつけ医） 

東京都ウイルス肝炎対策協議会 

総合的な肝炎対策を推進するための検討、進行管理 

 

■ 陽性者への受診勧奨 

■ 専門医へ紹介 

■ 医療の提供 

 

■医療費助成診断書記載 

■医療の提供 

 

東 京 都 

●普及啓発 

（受検勧奨・受診勧奨など） 

●ウイルス肝炎対策協議会 

事務局 

●Ｂ型・Ｃ型ウイルス肝炎治療 

医療費助成認定・医療券発行 

●肝臓専門医療機関指定 

●幹事医療機関指定 

●肝疾患診療連携拠点病院指定 

●肝臓機能障害による身体障 

害者手帳の交付、医療費の 

助成 

診療連携 

 

肝炎診療ネットワーク 

肝疾患診療連携拠点病院 
～都の肝炎対策の中心的役割～ 

 

■拠点病院等連絡協議会の開催 

人材育成 

＊都内２箇所 

 

幹事医療機関 
～地域における中核・指導的医療機関～ 

＊都内 13箇所 

■相談 

■医療機関等の情報提供 

■患者サロン、講演会実施 

研修実施・肝炎診療の均てん化推進 

治療等についての相談対応 

      

肝疾患相談センター運営 

 

連携 

指定 

指定 

虎の門病院
武蔵野赤十字病院

（令和７年１２月１日現在）

７４４機関（都内 ４６６機関、
都外 ２７８機関）



Ｃ型肝炎ウイルス検査で陽性判定となったが継続的な受診をしないままでいる
キャリアや肝臓専門医療機関による治療後、定期的な観察を続けていない患者につ
いて、かかりつけ医から肝臓専門医療機関にキャリアを確実につなげ、肝臓専門医
療機関による治療後も双方にて定期的な観察を継続し、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者の
早期治療によるウイルス排除や治療後の肝がん発生の早期診断・治療につなげる。

Ⅽ型肝炎地域連携パスの運用について①

・令和６年度の地域連携パス協議会登録数は１，８６９人
（目標値は１，８３０人であったので目標達成）

・令和７年度は、地域連携パスの登録者数１，９１０人を数値目標とする。

目的

数値目標
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C型ウイルス
肝炎

陽性発見
インターフェロン
フリー治療中

インターフェロン
フリー治療後の継

続観察
継続観察後

期間
３か月

（一部６か月）
５～２０年間

肝臓専門
医療機関

血液検査（2週間毎）

・処方（1か月毎）

血液検査・画像診
断（半年に1回）

異変がみられなけ
れば終了

かかりつけ
医療機関

生活習慣病等の
診察（月1回程度）

生活習慣病等の
診察（月1回程度）

生活習慣病等の
診察（月1回程度）

生活習慣病等の
診察（月1回程度）

：地域連携パスの流れ

自らの医療機関で肝炎ウイルス検査を実施
（または他医療機関で、肝炎ウイルス検査を受検したことを患者からきく）

確実に肝臓専門医療機関
での治療につなげる

病態悪化（肝がん発生）
があれば早期に診断し

治療につなげる

Ⅽ型肝炎地域連携パスの運用について②
診療の流れ（イメージ）
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東京都肝疾患職域コーディネーター

対象者 企業・健康保険組合の健康管理担当者

認定期間 なし

東京都肝炎医療コーディネーター 東京都肝炎対策コーディネーター

対象者 医療機関の職員
⚫区市町村・保健所職員
⚫企業・健康保険組合の健康管理担当者
⚫患者会会員

認定
期間

５年間（更新するにはスキルアップ研修の受講が必要）

都内には事業所やその従事
者が多いことから、職域に
重点を置き、職域の健康管
理担当者を対象として研修
を実施。

令和３年度まで

令和４年度から

肝炎対策をより推進していくため、
医療機関、区市町村・保健所職員、
患者会会員等に対象を拡大

東京都肝炎コーディネーター養成研修について

〇コーディネーター養成研修修了者数 （人）

※ 令和７年度は、肝炎コーディネーターを配置している都内肝臓専門医療機関数及び自治体数を
計１６０か所を数値目標とする。

令和６年度は、肝炎
コーディネーターを
２００名養成すること
を数値目標としており

目標達成

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 合計

肝疾患職域コーディネーター(～R3) 110 62 121 124 - - - 417

肝炎医療コーディネーター(R4～） - - - - 286 218 244 748

肝炎対策コーディネーター(R４～) - - - - 196 162 185 543

スキルアップ研修（R2～） - - 56 71 121 185 151 584
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コーディネーターの活動支援を目的として、昨年度までに養成したコーディ
ネーターのうち希望者を対象に、令和６年度から新たに交流会を開催。
（各回定員２０名）

【実施日時・場所】

第１回 令和６年１２月３日（火曜日）午後６時３０分から午後８時まで

場所：港区

第２回 令和６年１２月１１日（水曜日）午後６時３０分から午後８時まで

場所：立川市

【内容】

・肝炎医療コーディネーターによる取組事例の紹介

・肝炎対策コーディネーター（職域）による

取組事例の紹介

・グループワーク（意見交換）

【参加者数】

第１回 １５人 第２回 １３人

肝炎コーディネーター交流会の実施について

令和６年度実績



ご清聴ありがとうございました。
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